
   

  
               
 

 

 

 

 

 

 

          「自然災害から学ぶ」 ～熊本地震・千葉豪雨～ 

校長 木須 和広 

私たちはいつ、どこで災害に遭遇するか分かりません。地震、大雨、台風など、自然災害

は私たちの生活を一瞬にして変えてしまうことがあります。 

７月に発生した熊本地震、８月に発生した千葉豪雨では、多くの方々が被災し、現在も復

旧・復興に向けた取組が続いています。 

しかし、災害の中で見られたのは、苦しみや悲しみだけではありません。避難所では、困

っている人に声を掛けたり、高齢の方や幼い子供を気遣ったり、限られた物資を譲り合った

りする姿が見られました。地域の人々が力を合わせ、復旧や片付けに取り組んでいます。ま

た、全国から多くの人が支援に駆け付けています。そこには、「みんなで助け合おう」「困っ

ている人の力になろう」という思いがあります。 

これは、災害が起きたときだけ必要な心ではありません。 

学校生活の中でも、友達が困っているときに「大丈夫？」と声を掛けること。誰かが失敗

したときに責めるのではなく、「次は頑張ろう」と励ますこと。掃除や係活動で、自分の仕

事が終わっても友達を手伝うこと。こうした小さな「思いやり」の積み重ねが、いざという

ときにみんなで支え合う力につながっていきます。 

そして、もう一つ大切にしたいのが「感謝する心」です。災害の際には、自分のために力

を尽くしてくれる人がたくさんいます。家族、地域の方、消防や警察、自衛隊、医療関係者

等、多くの人の支えによって私たちの生活は成り立っています。ふだんは当たり前だと思っ

ていることも、実はたくさんの人の力によって支えられているのです。「ありがとう」とい

う言葉は、相手の心を温かくするだけではありません。感謝の気持ちをもつことで私たち自

身も周りの人の支えに気付くことができます。災害から学

ぶことは地震や大雨への備えだけではありません。 

① 「人と人が協力すること」 

② 「支えてくれる人に感謝すること」 

③ 「困っている人を思いやること」 

この３つの心を、ふだんの学校生活の中で大切にしてほ

しいと思います。みんなで支え合い、思いやり、感謝し合える学校は、災害のときにも、そ

してふだんの生活でも、きっと大きな力を発揮することでしょう。 

 

                                   令和８年９月１日（火）第５号 

                                校長  木須 和広 

                             東京都三宅村伊豆４６８ 

                            電話 : 04994-2-0039  

FAX：04994-2-0300 

                              e-Ｍail：miyakesyo@wine.ocn.ne.jp  

教育目標  ○み  自らすすんで学ぶ子  ○や  やさしい心をもち協力できる子  ○け  健康な心と体をもつ子 

三宅村立三宅小学校 

   学校だより 

協力し支え合った高遠移動教室 



 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
９月の行事予定◆ 

 

 

５年高遠移動教室  ～困難を乗り越えて、大きく成長した６日間～          5年担任 久永 晃大  
                                 

６月 30日（火）から７月５日（日）にかけて、高遠移動教室を実施しました。当初は４泊５日の予定でし
たが、橘丸の故障による運航トラブルに見舞われ、思いがけず５泊６日の長い移動教室となりました。 
宿舎での生活では、しおりを何度も確認しながら自分たちで時間を意識して行動する姿や、仲間と声を
掛け合い協力して生活する姿が多く見られました。一方で、集団生活ならではの疲れやトラブルもありまし
た。しかし、そのような場面でも互いの気持ちを理解しようと努め、話し合いながら乗り越えていく姿は、教
室では得ることのできない貴重な経験となりました。 
また、帰路の船の運航トラブルという予想外の出来事にも、 
仲間と励まし合い、笑顔を忘れず前向きに過ごした子供たち 
の姿に、たくましさを感じました。 
移動教室を終えた今、教室には以前にも増して温かな雰 
囲気が広がっています。苦楽をともにした６日間は、友達との 
絆をより深め、互いを思いやる心や協力する力を育むかけが 
えのない時間となりました。 
この経験で身に付けた「時間を守ること」「仲間と協力する 
こと」「感謝の気持ちをもつこと」を、これからの学校生活でも 
生かし、最高学年へ向けて更に成長していくことを期待して 
います。 
最後になりましたが、神着郷土芸能保存会の皆様、温かく送り出し支えてくださった保護者の皆様、 
そして心のこもった受け入れをしてくださった伊那市高遠町の皆様をはじめ、移動教室に関わってくださっ
たすべての皆様に心より感謝申し上げます。本当にありがとうございました。 

◆９月の生活目標◆「ていねいな言葉づかいをしよう」 


